
●鹿児島県では，“かごしまこれからのみちづくり２１”の基本方針である，『広
域的な交流ネットワークの形成』，『人・環境にやさしい道路空間の形成』，
『災害に強い道路ネットワークの形成』，『地域社会を支える道路ネットワーク
の形成』を目指し，道路整備を進めます。

◆ 令和５年度の道路整備目標

基　本　方　針 整 備 指 標 R3実績値 R４実績値 目標値(R5末) 備　考

高規格幹線道路の供用率 85% 85% 85%

地域高規格道路の供用率 58% 58% 62%

(2)人・環境にやさしい道路空
間の形成

事故危険箇所対策済み率
（道路管理者対策分）

8% 15% 62%

警察庁と国土交通省が過去4年間に発生した交通人身
事故の状況を分析し，事故危険箇所を指定。
[県管理道路の対策状況]
平成29年1月指定：16箇所(すべて対策完了)
令和４年３月指定：13箇所

防災対策箇所整備率 86% 86% 86%

橋梁の耐震補強箇所着手数
（累計）

3箇所 ９箇所 17箇所
緊急輸送道路上の地震の発生確立が高い地域における
橋梁（対象17箇所）

(1)広域的な交流ネットワーク
の形成

(3)災害に強い道路ネットワー
クの形成

79１時間
(100%)

1,341時間
(96%)

(4)地域社会を支える道路ネッ
トワークの形成

安心とゆとりの創出時間
（達成率）

745時間



◇整備指標の解説

整 備 指 標 指   標   の   内   容 指　標　の　示　す　目　標

高規格幹線道路・
地域高規格道路の
供用率

◆県内の高規格幹線道路及び地域高規格道路の計画延長に対し
て，これら道路の供用（開通）された割合
・高規格幹線道路の計画延長：248km
・地域高規格道路の計画延長：183km

◆本県の遅れている高規格幹線道路や地域高規格道路を整
備することにより，広域的な人・モノの交流が盛んにな
り，県民の生活が便利で豊かになります。

事故危険箇所
対策済み率

◆幹線道路の平均事故率の5倍以上，事故が発生している箇所な
ど，国が指定した事故危険箇所数のうち対策が行われた箇所数
の占める割合
・令和４年３月に全国2,748箇所が指定されている。
・県管理道路：１３箇所

◆事故危険箇所の減少により，車両や歩行者の安全な通行
が可能になり，安心して通行できる道路になります。

バリアフリー化
歩道整備率

◆段差や勾配が急な歩道で，バリアフリー化が必要とされる歩
道の箇所数のうち，整備が行われた箇所の占める割合（下記に
要対策箇所数を示す。）
・県管理道路：9,640箇所（H２９調査を基準）

◆歩道の段差等を解消することにより，高齢者や障害者等
の安全で快適な通行の確保が可能となります。

防災対策箇所整備
率

◆平成8年度に全国的に行われた防災点検で判明した，県内の要
対策箇所のうち，整備が行われた箇所の占める割合
（下記に要対策箇所を示す。）
・県管理道路：9３６箇所

◆防災点検要対策箇所の解消により，通行止めが減少され
日常生活や産業活動の利便性向上に寄与します。また，安
全に通行できる信頼性の高い道路になります。

橋梁の耐震対策箇
所
着手数

◆平成8年より古い道路橋示方書により設計された複数径間を有
する側道橋以外の橋梁のうち，緊急輸送道路上の「今後30年間
に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率が26%以上にある地
域」に該当する橋梁について，落橋防止構造の構築，橋脚補
強，支承部補強などの耐震補強の整備を進めていく箇所数
（下記に要対策箇所を示す。）
・県管理道路：１７箇所

◆緊急輸送道路上にある橋梁の耐震補強の整備により，地
震による橋梁の被災を最小限にとどめ，緊急輸送のできる
道路になります。

安心とゆとりの創
出時間

◆道路改良事業により創出される安心・快適な走行時間とゆと
りの時間に，事業箇所の将来交通量を乗じた合計値。

◆安心とゆとりの創出時間の向上により，県内の国道・県
道を安全に走行できる時間の増加及び道路改良事業による
走行時間の短縮につながります。



高規格幹線道路・地域高規格道路の供用率に
よって効果を検証します。

◆ 令和５年度に実施する道路整備(みちづくりの基本方針)

問 題 点

●広域交通ネットワークの整備が不十分

対 応 策

◆高規格幹線道路
東九州自動車道(国直轄事業)

南九州西回り自動車道(国直轄事業)の整備
◆地域高規格道路

鹿児島東西幹線道路(国直轄事業)

北 横断道路(県事業)

都城志布志道路(県事業)

大隅縦貫道 (県事業)の整備

効 果

◆高規格幹線道路の供用率
【R４実績値】 【R５年度】

８５％ → ８５％
◆地域高規格道路の供用率

【R４実績値】 【R５年度】

５8％ → ６２％ ※現道活用区間を含んだ場合

(１)『広域的な交流ネットワークの形成』

鹿児島東西幹線道路

大隅縦貫道
（Ⅰ期）

北 横断道路

都城
志布志
道路

東九州自動車道

凡 例

国直轄事業

凡 例

国直轄事業

県 事 業

凡 例

国直轄事業

県 事 業

凡 例

国直轄事業

県 事 業

南九州西回り
自動車道



✈

①事故危険箇所対策済み率によって効果を検証します。

(２)『人・環境にやさしい道路空間の形成』

問 題 点

対 応 策

◆交差点の改良や右左折車線の整備
◆視認誘導標の設置や区画線の整備
◆歩道の整備など県内各地で整備を進め

ています。

効 果

●事故危険箇所対策済み率（R4年度末）

●交通量の集中
●視距不良や道路線形不良
●歩車道分離の遅れ

対策前

対策後

主な事故危険箇所

(主)鹿屋吾平佐多線
鹿屋市寿2丁目～寿5丁目地内

【H２９指定】 【Ｒ３指定】
指定箇所 １６箇所 １３箇所
対策済み １６箇所 ２箇所
整備率 １００％ １５％

歩道整備による
事故危険箇所の対策事例

(主)永吉入佐鹿児島線
鹿児島市田上町地内



✈

②バリアフリー化が必要な歩道改善必要箇所の整備により効果を検証します。

問 題 点

対 応 策

効 果

●バリアフリー化歩道整備

●歩道の段差や急勾配箇所により，高齢者や
車いす利用者に不便を来している

◆適切な段差・勾配が確保されていない歩道
のバリアフリー化などを県内各地で整備を
進めています。

国道２６７号

薩摩川内市東郷町

主な対策箇所

（主）徳重横井鹿児島線
鹿児島市犬迫町

【R４年度実績】
２３１箇所

段差解消による
要改善箇所の対策事例

対策前

対策後



✈

①防災対策が必要な箇所を整備する割合により効果を検証します。

(３)『災害に強い道路ネットワークの形成』

問 題 点

対 応 策

●梅雨前線や台風による集中豪雨の発生
●県土の大半がシラス土壌
●異常気象時の通行規制

◆危険箇所を迂回するための，バイパス
や橋梁・トンネルの整備

◆危険箇所が崩壊しないように，対策を
講じる災害防除など県内各地で整備を
進めています。

国道２２６号(道路改築)
南さつま市坊津町

■道路斜面の崩壊を未然に防ぐ
国道４４７号 上大川内工区

道路改築 災害防除 (主)西之表南種子線
(災害防除)南種子町上里

効 果

●防災対策箇所整備率

【R４実績値】
８６％ （８０３箇所）



✈

②橋梁の耐震補強が必要な箇所を整備する割合により効果を検証します。

問 題 点

対 応 策

効 果

●耐震対策箇所着手数
【R4着手数】6箇所

（累計 ９箇所／17箇所）

●地震時の落橋・倒壊の防止に加え，路面に大きな段差が生じないなど，
地震後に橋梁の機能を確保できるような対策が必要な橋梁が
残されています。

◆平成8年より古い道路橋示方書により設計された複数径間を有する
側道橋以外の橋梁の耐震補強を令和２年度から実施しています。

◆対象橋梁のうち，緊急輸送道路上の「今後30年間に震度6弱以上の

揺れに見舞われる確率が26%以上にある地域」に該当する

橋梁（17箇所）の耐震補強を優先的に実施していきます。

◆落橋防止構造の構築，橋脚補強，支承部補強により耐震対策を
実施します。

✈

主な対策箇所

■対策完了により地震に強い橋へ

（国）２６９号
東串良町
神之川大橋

（一）北永野田小浜線
霧島市 野口橋

（国）４４８号
肝付町
第２有明橋

（主）鹿屋吾平佐多線
鹿屋市 馬込橋

（一）高山吾平線
肝付町
新荒瀬橋

奄美大島

徳之島

（主）伊仙亀津徳之島線
徳之島町 新大瀬橋



問 題 点

対 応 策

効 果

●本県では，移動の交通手段として，大部
分を自動車交通に依存しており，安心し
て利用できる道路の整備が必要とされて
います。

◆安心して走行できるように，現道の拡幅
工事やバイパス工事を行っています。

『安心とゆとりの創出時間』により検証します。

(４)『地域社会を支える道路ネットワークの形成』

運転にドキドキしながら15分かけて走った

整備の結果，安心して快適に6分で通過した

整
備
前

整
備
後

『安心とゆとりの創出時間』
の考え方

道路整備によって，
①ドキドキしないで走れた「6分」という安心・快適な走行時間
②「15分」を「6分」に短縮したことで，「9分」のゆとりの時間

が新たに生まれた。

●安心とゆとりの創出時間 ＝ ① ＋ ②

①安心走行時間
整備後延長／整備後速度 × 交通量
[自動車1台当たりの安心時間]

②ゆとり時間
（整備前延長／整備前速度 － 整備後延長／整備後速度） × 交通量

[1台当たり整備前通過時間] [1台当たり整備後通過時間]

※交通量の多い箇所を整備することで，安心とゆとりの創出時間が増える

■道路が狭く，対向車との離合が
困難な状況

『安心とゆとりの創出時間』について

本県では，道路拡幅工事やバイパス工事の効果を表す指標として，

『安心とゆとりの創出時間』を算出し，整備効果の検証を行っています。

平成21年度～令和５年度の15年間で， 17,076時間の創出を

計画しています。

整備済み 整備済み整備の必要な区間

●安心とゆとりの創出時間
【Ｒ４実績値】
（安心走行時間） （ゆとり時間）

895時間 ＋ 446時間 ＝ 1,341時間



◆ 主な事業箇所の工事概要や整備目標など

道 路 事 業主な事業箇所及び整備目標（道路事業）

路線名 市町村 工区名 全体延長 令和5年度の整備目標 担当事務所

地域高規格道路－北薩横断道路
国道５０４号

霧島市 溝辺道路 14.0 km 　測量設計，用地補償の推進 姶良・伊佐地域振興局

地域高規格道路－北薩横断道路
国道５０４号

さつま町 広瀬道路 6.0 km 　改良工事及び舗装工事の推進 北薩地域振興局

地域高規格道路－北薩横断道路
国道５０４号

さつま町 宮之城道路 10.0 km 　測量設計の推進 北薩地域振興局

地域高規格道路－北薩横断道路
国道５０４号

出水市～
阿久根市

阿久根高尾野道路 8.9 km
　改良工事，橋梁工事，用地補償及び埋蔵文化財調査の
推進

北薩地域振興局

地域高規格道路－都城志布志道路
(主)志布志福山線

志布志市 志布志道路 3.2 km 　用地買収，改良工事及び橋梁工事の推進 大隅地域振興局

地域高規格道路－大隅縦貫道
(主)鹿屋吾平佐多線

鹿屋市 吾平道路 4.2 km
　用地買収，橋梁工事，改良工事及び埋蔵文化財調査の
推進

大隅地域振興局

地域高規格道路－大隅縦貫道
(主)鹿屋吾平佐多線

鹿屋市，錦江町 吾平大根占田代道路 16.0 km 　測量設計，用地補償の推進 大隅地域振興局

国道３２８号 鹿児島市 小山田バイパス 1.9 km 測量設計の推進 鹿児島地域振興局

国道２２６号 南さつま市 笠沙道路 5.4 km トンネル設備工事，改良工事，及び舗装工事の推進 南薩地域振興局

国道５０４号 霧島市 西光寺拡幅 5.8 km 橋梁工事，改良工事の推進 姶良・伊佐地域振興局

（主）川内串木野線 薩摩川内市 高江長崎工区 3.2 km 橋梁工事，改良工事及び用地補償の推進 北薩地域振興局

（主）鹿屋吾平佐多線 南大隅町 大中尾工区 6.0 km 改良工事，用地補償及び測量設計の推進 大隅地域振興局

（主）西之表南種子線 西之表市 安城工区 10.1 km 改良工事及び舗装工事の推進 熊毛支庁

（一）手打藺牟田港線 薩摩川内市 芦浜工区 5 km 用地補償，改良工事，測量設計の推進 北薩地域振興局

（一）白谷雲水峡宮之浦線 屋久島町 白谷雲水峡下工区 1.8 km 改良工事，舗装工事の推進
熊毛支庁
屋久島事務所

国道５８号 奄美市 おがみ山バイパス 1.8 km トンネル工事及び用地買収の促進 大島支庁

（主）名瀬瀬戸内線 瀬戸内町 伊目工区 1.0 km トンネル照明工事の推進
大島支庁
瀬戸内事務所

（一）喜界島循環線 喜界町 喜界蒲生工区 0.3 km 用地補償の推進
大島支庁
喜界事務所

　改築事業



道 路 事 業
主な事業箇所及び整備目標（道路事業）

路線名 市町村 工区名 全体延長 令和5年度の整備目標 担当事務所

（主）伊仙亀津徳之島空港線 伊仙町 東伊仙工区 0.6 km 改良工事及び用地補償の推進
大島支庁
徳之島事務所

（一）与論空港茶花線 与論町 立長工区 0.5 km 改良工事の促進
大島支庁
沖永良部事務所

(一)伊関国上西之表港線 西之表市 湊橋 1橋 橋梁架替の推進 熊毛支庁

(一)末吉財部線 曽於市 太鼓大橋 1橋 橋梁修繕の推進 大隅地域振興局

国道448号 東串良町 第1有明橋 1橋 橋梁耐震補強の推進 大隅地域振興局

(一)大川原小村線 曽於市 挙校橋 1橋 橋梁修繕の推進 大隅地域振興局

(主)枕崎知覧線 枕崎市 国見町外 6.5km 舗装修繕の推進 南薩地域振興局

国道226号 枕崎市 板敷西町 1.5km 舗装修繕の推進 南薩地域振興局

(主)永吉入佐鹿児島線 鹿児島市 田上 800m バリアフリー整備の推進 鹿児島地域振興局

(主)西之表南種子線 中種子町 熊野 1,000m 歩道整備の推進 熊毛支庁

(一)小山田谷山線 鹿児島市 中山 280m 歩道整備の推進 鹿児島地域振興局

(主)鹿屋高山串良線 鹿屋市 田渕 213m 交差点改良の推進 大隅地域振興局

(主)鹿児島加世田線 鹿児島市 東谷山 630m バリアフリー整備の推進 鹿児島地域振興局

国道448号 東串良町 柏原 520m 歩道整備の推進 大隅地域振興局

(一)玉取迫鹿児島港線 鹿児島市 慈眼寺大橋(上り) 1橋 橋梁修繕の推進 鹿児島地域振興局

(主)上屋久屋久線 屋久島町 宮之浦大橋 1橋 橋梁耐震補強の推進
熊毛支庁
屋久島事務所

(主)川内串木野線 薩摩川内市 川内ほか 1か所 自転車空間整備の推進 北薩地域振興局

(一)山田隈之城線 薩摩川内市 隈之城 1,400m 歩道整備の推進 北薩地域振興局

国道223号 霧島市 真孝 1,780m バリアフリー整備の推進 姶良・伊佐地域振興局

(主)大崎輝北線 大崎町 仮宿 522m 歩道整備の推進 大隅地域振興局

(一)末吉財部線 曽於市 深川 1か所 交差点改良の推進 大隅地域振興局

(一)与論島循環線 与論町 兼久橋 1橋 橋梁架替の推進
大島支庁
沖永良部事務所

(主)知名沖永良部空港線 和泊町 和泊 1,300m 電線地中化の推進
大島支庁
沖永良部事務所

(一)与論島循環線 与論町 茶花 1,600m 電線地中化の推進
大島支庁
沖永良部事務所

(主)西之表南種子線 西之表市 本立 540m 歩道整備の推進 熊毛支庁

　改築事業

　道路補修事業，道路災害防除事業，特定交通安全施設整備事業，電線共同工事業



✈

県(主な事業箇所図)

（交差点改良）
（一）末吉財部線

深川

（橋梁修繕）
（一）玉取迫鹿児島港線 慈眼寺大橋(上り)

（歩道整備）
（一）小山田谷山線

中山

（舗装修繕）
（主）枕崎知覧線

国見町

（歩道整備）
（一）山田隈之城線

隈之城

（バリアフリー化）
（国）２２３号

真孝

（交差点改良）
（主）鹿屋高山串良線

田渕

（道路改築）
国道２２６号
笠沙道路 （道路改築）

都城志布志道路
志布志道路

（道路改築）
北薩横断道路
広瀬道路

（道路改築）
北薩横断道路
阿久根高尾野道路

（道路改築）
大隅縦貫道
吾平道路

（道路改築）
国道５０４号
西光寺拡幅

（道路改築）
（主）川内串木野線
高江長崎工区

（道路改築）
（主）鹿屋吾平佐多線
大中尾工区

（道路改築）
国道３２８号 小山田バイパス

（道路改築）
北薩横断道路
溝辺道路

（道路改築）
国道４４７号
青木バイパス

（バリアフリー化）
(主)永吉入佐鹿児島線 田上

（バリアフリー化）
(主)鹿児島加世田線 東谷山

（道路改築）
北薩横断道路
宮之城道路

（道路改築）
大隅縦貫道
吾平大根占田代道路

（橋梁修繕）
（一）末吉財部線

太鼓大橋

（橋梁耐震）
（国）448号

第１有明橋

（橋梁修繕）
（一）大川原小村線

挙校橋

（舗装修繕）
国道226号 板敷西町

（歩道整備）
（国）448号

柏原

（歩道整備）
（主）大崎輝北線

仮宿

（自転車）
（主）川内串木野線
川内
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✈

✈

✈

✈

✈

県(主な事業箇所図) （橋梁架替）
（一）伊関国上西之表港線

湊橋

下甑島

上甑島

屋久島

種子島

奄美大島

喜界島

徳之島

沖永良部島

✈

与論島
（橋梁架替）
（一）与論島循環線

兼久橋

（橋梁耐震）
（主）上屋久屋久線

宮之浦大橋

（交差点改良）
（国）５８号

戸口

（歩道整備）
（主）西之表南種子線

熊野

（道路改築）
（一）手打藺牟田港線
芦浜工区

（道路改築）
（一）白谷雲水峡宮之浦線

白谷雲水峡下工区

（道路改築）
（一）喜界島循環線
喜界蒲生工区

（道路改築）
（主）伊仙亀津徳之島空港線

東伊仙工区

（道路改築）
（一）与論空港茶花線
立長工区

（道路改築）
国道５８号
おがみ山バイパス

（道路改築）
（主）西之表南種子線

安城工区

（道路改築）
（主）名瀬瀬戸内線
伊目工区

（電線共同溝）
（一）与論島循環線
茶花工区

（電線共同溝）
（主）知名沖永良部空港線

和泊工区

（歩道整備）
（主）西之表南種子線

本立



(1) 広域的な交流ネットワークの形成

地域高規格道路 北薩横断道路
（溝辺道路，広瀬道路，宮之城道路，阿久根高尾野道路）

道路改築事業

【概 要】
◇ 北薩横断道路は，霧島市溝辺町の鹿

児島空港からさつま町を経由し，出水
地域に至る約64kmの地域高規格道路
です。

北薩地域と鹿児島空港を連結すると
ともに九州縦貫自動車道や南九州西回
り自動車道などと一体となって広域交
通ネットワークを形成することにより，
北薩地域の活性化や産業振興へ寄与し
ます。

◇ これまで，「北薩空港道路」など４
区間の約25kmを供用している。

◇ 現在，「溝辺道路（14km）」，
「広瀬道路（6km）」，「宮之城道
路（10km）」及び「阿久根高尾野道
路（８．９km）」の整備を進めてい
ます。

【整備効果】
●広域交通ネットワークの形成

九州縦貫自動車道，南九州西回り自動車道を相互
に連結し，災害時や緊急時等においても信頼性の高
い広域交通ネットワークの形成を図ります。

●鹿児島空港へのアクセス向上と北薩地域の活性化
支援
阿久根・川薩地域の鹿児島空港利用者の利便性向

上が期待されます。
また，北薩地域の農水産物や工業生産品等の輸送

の効率化が図られ，産業活動活性化が期待されます。

●安全で快適な道路交通の確保
国道504号の現道は，線形不良による交通事故，

交通集中による交差点の慢性的な渋滞などが発生し
ていますが，北薩横断道路の整備により，安全で快
適な道路交通が確保されます。

現在整備を進めている「広瀬道路」

【令和５年度の整備目標】
・溝辺道路は，調査設計及び用地買収を推進する予定です。
・広瀬道路は，今年度中に供用予定です。
・宮之城道路は，調査設計を推進する予定です。
・阿久根高尾野道路は，用地買収及び工事等を推進する予定です。


